
















　　　桃園中学３年２組　出席番号１７番

　※このSSはネタバレを含みますので、本編を読んでからお楽しみください。







　市立桃園中学校。

　俺は放課後の図書室で、進学資料の棚の前に立っていた。

　永遠に続くかと思えた義務教育も残り１年。

　つまりその先の進路は自分で選ばなくてはいけないわけで――。

　学ランのホックをはめ直しながら、棚に並んだファイルを眺める。

　ファイルの背表紙には市内の高校の名前が並んでいる。

　その中に『愛知県立ツワブキ高等学校』の名前を見付けて手を伸ばした。

　と、俺は伸ばした手を途中で止めて迷いながらそれを下ろす。

　――気後れしたのだ。

　ツワブキ高校は市内で一番の進学校。正直、いまの成績ではキツい。

　内申書も関係する高校受験で一発逆転に賭けるほど、俺はロマンチストではない。

　しばらく棚の前に立っていた俺は、勢いをつけてもう一度手を伸ばす。

　表紙がちょっとＨなラノベを買うようなものだ。全然普通の本ですけどなにか？　といった感じで手に取れば――。

　ファイルの背表紙に触れたのと同時、横から出てきた手が指先に当たった。

「あっ、ごめん」

　俺は慌てて手を引く。

「こちらこそ――って、同じクラスの人だっけ」

「え、いや、まあ……」

　そう、同じファイルに手を伸ばしてきたのはクラスメイトの焼塩檸檬。

　小麦色の肌と健康的なショートカットは、教室でもひときわ目をひく存在だ。

　彼女は俺とファイルを見くらべると、

「ふうん、ツワブキ受けるんだ」

　言いながらファイルを手に取り、そのまま俺に差し出してきた。

「え、でも――」

「あたしは後でいいよ、しばらく勉強してるし」

　固まる俺にファイルを押し付けると、焼塩はクルリと背中を向けた。

　スカートの裾がひるがえり、ふわりと柑橘系の香りが鼻をくすぐる。

　女子と言葉を交わしたのもいつぶりだろう。

　立ち去る背中をぼんやり眺めていた俺の意識は、掌のファイルの感触に引き戻された。

　女子をジロジロ見ている場合じゃない。隅のテーブルに陣取るとファイルを開く。

　――ツワブキ高校は江戸時代、吉田藩の藩校を前身とした歴史ある学校だ。

　敷地がやたら広くて、国からなんか色々な指定を受けた凄い学校らしい。

　１ページ目の学校概要に書かれた偏差値は、俺の全国模試の結果より、小学生一人の年齢分は上回っている。ちなみに何年生かは秘密だ。

　これから勉強を頑張れば受験までにはどうにか――。

「いや、無理だろ」

　溜息をつきながら天井を見上げる。

　まだ３年生になったばかりとはいえ、周りもこれから受験勉強に本腰を入れるのだ。

　普通に頑張るだけでは、現状維持がやっとのはず。

　……そういえば、焼塩さんもここを受けるんだよな。あの人、そんなに成績良かったっけ。

　周りを見回すと、離れたテーブルに焼塩の姿があった。

　焼塩は確か陸上部のキャプテンで、校内の掲示物でもよく名前を見かける。

　陸上部の練習だけでも大変だろうに、空いた時間で勉強をしてるのか。

　まぶしさと劣等感の入り混じった気分で眺めていると、彼女の隣に眼鏡をかけた男子生徒が座った。

　……なるほど、彼氏と勉強か。

　劣等感１００％でファイルに視線を戻す。

　ツワブキ高校は部活動も盛んだ。

　部活動案内のページをめくっていると、文芸部の紹介に目がとまった。

　活動時間は放課後で毎日。活動内容は『世界を目指します』の一言。

　……これ、なにもやってないヤツだ。

　だけど、このくらいゆるい方がちょうどいい。

　大会に向けて毎日練習とかだと大変だし。

「でも文芸部の大会って、なにやるんだ……？」

　思わず独りごちる。

　詩とか短歌で勝負するのだろうか。自分はラノベ読むくらいしかできないし、マネージャーとかやろうかな……。

　妄想にひたりながら席を立つと、ファイルを棚に戻す。

　なんにせよ、成績を上げないことには始まらない。

　自分にそれだけの覚悟があるかといえば、正直まだない。

　……とりあえず決断は先送りにするとして、今日は本の続きを借りるとするか。




　小説のコーナーで手にしたのは『滅びの国の戦記』８巻。

　前巻で主人公が某国の王位継承者だということが判明し、ストーリーが一気に動き出したのだ。

　そういや家でこれを読んでいるとき、佳樹が興味を持ってたな。

　１巻を借りていこうかと、なにげなく棚に手を伸ばす。

「……ん？」

　その瞬間、俺は視線を感じて振り向いた。

　チラリと小さな影か書棚の陰に隠れる。

　まさか――佳樹？

　妹の佳樹は同じ桃園中学の１年生で、入学当時は学校だというのに俺にべったりだった。

　だけど最近は学校で姿を見せなくなって、少しホッとしていたのだ。

　さっきの影を追おうとして、俺は足を止める。

　いくらなんでも、一緒に住んでいる家族をストーカーするやつなんているはずない。

「俺も過保護すぎるのかな」

　苦笑いしながら、８巻だけを手に貸出カウンターに向かう。

　途中、焼塩たちのテーブルの近くを通りかかると、ヒソヒソ話が聞こえてきた。

「うそ!?　ボイル・シャルルの法則って社会の教科書に載ってなかったっけ？」

「うーん、どちらかというと理科の時間かな。ほら、こないだ気体の温度と圧力の関係についてノートにまとめただろ？」

　……なんだこの会話。

　横目で盗み見ると、一冊のノートを二人が顔を近付けてのぞきこんでいる。

「あー……こっちのシャルルさんか」

「ああ、このシャルルさんだ」

　そうして一瞬見つめ合うと、声を殺してクスクス笑う二人。

　……よし、爆発しろ。

　俺は足早に貸出カウンターに歩み寄ると、カバンから取りだした『滅びの国の戦記』７巻と、これから借りる８巻を置く。

「あの、これ、返却と貸出……」

　ボソボソと呟くと、それまで本を読んでいた図書委員がゆっくりと顔を上げた。

　眼鏡をかけた飾り気のない女生徒で、放課後たまにカウンターで見かける人だ。

　図書委員は俺に負けじとボソボソ呟きながら本を手に取った。

　この人は司書の先生と違って話しかけてこないので、実に助かる――。

「……ホロセン、読んでるんですか？」

「へ？」

　眼鏡をキラリ、と光らせて俺を見上げてくる図書委員。

「春日野ハル先生いいですよね！　ホロセンってハル先生の作品の中ではマイナーですが、私は最高傑作だと思っています！　何巻まで読みましたか――って７巻までですよね、私なに言ってんだろ。８巻はラストのカロスが戦死するシーンが凄く泣けるんで、早く読んでくださいね！」

　……この人、圧が強い。その上、さらっとネタバレしてくるし。

　図書委員が更に口を開こうとすると、聞き慣れた声が割りこんできた。

「お兄様、偶然ですね」

　言いながら姿を現したのは妹の佳樹だ。

「やっぱりいたのか。じゃあさっきのは――」

「いいえ、佳樹はいま来たところです」

　すっぱりと言い切ると、佳樹はよそいきの笑顔でカウンターをのぞきこむ。

「すみません、ホロセンの７巻は返ってきましたか？」

　我にかえった図書委員は、目をしばたかせてからコクリと頷く。

「あ、はい。ええと、いま返ってきました」

　慌てて手続きを始める図書委員。

「あれ、佳樹も読んでたんだ。これ面白いだろ？」

「いいえ、読んでません」

「……え？」

　じゃあなんで７巻を借りるんだ。

　不思議に思っていると、佳樹は俺の腕をギュッと抱きしめてくる。

「だってお兄様の直後に借りたら、貸出カードに名前が並びますよね。苗字も一緒だし、もうほとんど夫婦みたいなものじゃないですか」

　いや、その理屈はおかしい。

　反論しようとした俺を、佳樹がニコニコと見上げてくる。

「夫婦みたい、ですよね？」

　妹まで圧が強い。

「うんまあ……兄妹の方が自然かな。中学生だし」

　適当に返事をにごしていると、手続きが終わったらしい。

　図書委員の女生徒がカウンターに本を置く。

「はい、こっちが７巻です。そしてこれが――ボソボソボソ」

　女生徒は呟きながら８巻を指先で押しだしてくる。

　……急に心を閉ざされた。

　俺は地味にショックを受けながら図書室を後にする。

　佳樹は俺の腕にまとわりついたまま、上機嫌で話しかけてきた。

「お兄様、今日は調べ物でもしてたんですか？　いつもなら放課後は、本を借りてすぐに帰るのに」

「調べ物ってほどじゃないけど」

　言いながら佳樹の絹糸のような黒髪を見下ろす。

「――佳樹は行きたい高校ってあるのか？」

　不意の質問に、佳樹は丸い目をパチリとしばたかせる。

「はい！　もちろん、お兄様がいる高校です！」

　言うと思った。俺は溜息をつきながらたしなめる。

「佳樹。自分のことなんだから、進路は真面目に考えないといけないぞ」

「んー、でも佳樹はまだ１年生ですから。進みたい道も決まっていませんし」

　まあ、そんなもんか。そもそも３年生の俺が志望校を決めきれないんだし。

　そのまま黙って歩いていると、佳樹が小さく呟いた。

「……ツワブキにはちょっと憧れがありますね」

　その遠慮がちな一言がなぜだか心に引っかかり、俺はもう一度、ツワブキの資料を読んでみようと思った。
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　――それから俺は高校生になり、なぜか昔の制服を着て桃園中学を歩いていた。

　図書室の前を通りすぎようとして、俺は一瞬足を止める。

「温水さん、図書室がどうかしましたか？」

　隣を歩いていた朝雲さんが不思議そうにオデコを光らせる。

「ああ、いやなんでもない。それより早く園芸部に行こう。校舎裏って確かこの先……」

　廊下をまっすぐ進もうとすると、朝雲さんが俺の腕をつかんでくる。

「そっちは手洗い場しかありませんよ。はい、こっちです」

　朝雲さんに引っ張られながら、当時のことを思い返す。

　――佳樹がツワブキに憧れている。

　それを知ったのは中３のとき、ちょうどこの場所だ。

　もし自分が他の学校に進んだら、佳樹がツワブキをあきらめて追いかけてくる――。

　そう思って、無理してツワブキを目指したのだ。

　……ひょっとして、ただのうぬぼれになるかもしれないな。

　ふとよぎったそんな考えに、俺は慌てて首を横に振る。

　佳樹に好きな男なんてまだ早い。




　園芸部はこの先だ。

　俺は足を速めると、朝雲さんを追い抜いて先を急いだ――。
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